
２０１０年度（社）札幌青年会議所 

委員会年間事業フレーム 

専務理事確認日 ２００９年１２月１０日 

常務理事確認日 ２００９年１２月１０日 

常務理事 総務運営委員会 

事業名／月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 

 

 

□通常総会（一月）・臨時総会（八 

月・十一月）の運営 

 

 

□十一月「アワードバンケット」例 

会の企画・運営 

 

 

□諸会議の運営 

 

 

 

□２０１０年度事業報告書の作成 

 

 

□公益社団法人格取得特別委員会の 

サポート 

 

 

□２０１１年度新入会員の募集 

 

□諸事業・諸大会への参画 

 

 

● 

協議 

 

 

 

 

 

 

● 

企画 

立案 

 

 

● 

審議 

 

 

 

 

 

 

 

実施 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

実施 

 

 

● 

報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

募集 

開始 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

協議 

 

企画 

立案 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

審議 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

企画 

立案 

● 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施 

● 

 

● 

協議 

 

● 

協議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

報告 

● 

審議 

 

● 

審議 

 

 

 

 

 

● 

協議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

審議 

 

 

 

募集 

締切 

● 

 

 

 

実施 

● 

 

実施 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

報告 

 

● 

報告 

 

 

 

 

実施 

● 

 

 

● 

実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

報告 

 

 

● 

報告 

 



２０１０年度（社）札幌青年会議所 

委員会年間事業計画 

専務理事確認日 ２００９年１２月１０日 

常務理事確認日 ２００９年１２月１０日 

常務理事 総務運営委員会 

 

事業名 事業目的 事業内容 

□通常総会（一月）・臨時総会（八月 

・十一月）の運営 

 

 

□十一月「アワードバンケット」例会 

の企画・運営 

 

 

□諸会議の運営 

 

 

 

□２０１０年度の事業報告書の作成 

 

 

 

□２０１１年度新入会員の募集 

 

 

 

□公益社団法人格取得特別委員会のサ 

ポート 

 

□諸事業・諸大会への参画 

□ＬＯＭの最高議決機関である総会の意 

義を伝え、メンバーの責務を全ういた 

だくと共に意識の高揚を図る。 

 

□褒賞を通して、ＬＯＭの組織活性化と 

更なる発展に結び付ける。 

 

 

□円滑な諸会議の設営を励行することで、

ＬＯＭの体制強化を目指す。 

 

 

□２０１０年度の運動理念並びに事業内 

容と成果を明瞭にし、ＬＯＭの運動や 

活動を対内外に伝播する。 

 

□６０周年を間近に控え、更なる組織の 

活性化を図るべくＬＯＭ一丸となって 

会員拡大を行う。 

 

 

 

 

 

□総会が持つ意義、メンバーが持つ権利と義務に関する責任の重要性 

を認識していただき、慎重かつ円滑に総会を運営する。 

 

 

□２０１０年度のＪＣ運動を通して、際立った活躍をされたメンバー 

及び委員会を褒賞し、全メンバーが充足感に満ち溢れる例会を企画 

・運営する。 

 

□会議体・各委員会と連絡を密にし、的確な情報伝達を行いながら厳 

正に資料を精査した上で、活発な議論が展開されるよう諸会議を設 

営する。 

 

□２０１０年度の全ての事業を入念に取り纏め、札幌青年会議所の運 

動や活動を広く発信すると共に、次年度以降へ運用可能な報告書を 

作成する。 

 

□青年会議所という素晴らしい組織を若手青年経済人に認識していた 

だき、一人でも多くの仲間と共に創立６０周年を迎えるよう積極的 

な会員募集を行う。 

 

 

 

 

 

 


